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飼料用米「べこあおば」に対する
疎植栽培による育苗コストの低減

1 .はじめに

飼料用米は流通価格が安い (30"'40円/kg)た

め，低コスト生産技術の導入や多収穫(組玄米重

で800kg/10a以上)技術の開発が重要です。直

播栽培による低コスト化も考え られますが，直播

機の導入等の新たな投資が必要とな ります。さら

に，育苗コストを抑え

ることも重要です。そ

こで，持続的な資源循

環型飼料用米生産を目

指して，東北日本海側

北部地域において家畜

ふん堆肥施用条件下で

近年，普及が進んでい

る疎植栽培を導入する

ことにより，育苗コス

トを低減しながら飼料
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用米の多収穫栽培技術を開発する試みを行ったの

で紹介する。

2. 方法

2010年"'2012年の3ヶ年にわたり，秋田県大

仙市の農研機構東北農業研究センタ一大仙研究拠

点内の細粒灰色低地土において 2003"'2004年

表 1.飼料用米作付前土壌の理化学性 (2009-2011年10月の 3ヶ年平均)

圃場 有機物施用・ 窒素施肥
培養窒素 トルオーグリン酸交換性カリ熱抽N
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水稲 多肥

連年田 家畜ふん堆肥・ 無窒素
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注)培養窒素は30
0

C，4週間湛水培養。
熱水抽出性窒素(熱抽N)はオー トクレーブ法による。
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より完熟家畜ふん堆肥(牛ふん:豚ぷん :鶏ふん

=6:3:1で、水分73%，乾物中全窒素1.8%，P205 

2.8%， K20 4.9%， C/N比22.3)3.6t/10aを連用

している圃場と隣接無施用圃場で栽培試験を実

施した。飼料用米作付前の土壌の理化学性は表 1

の通りで，家畜ふん堆肥を連用している圃場では

無施用土壌に比べ培養窒素や熱水抽出性窒素で

示される可給態窒素 トルオーグリン酸，交換性

カリとも高く，地力が高かった。なお，可給態窒

素は無窒素区と施肥区で差が無かったが， リン酸

やカリは施肥区の方が無窒素区よりやや高めであ

った。

5月8日頃に基肥として硫安 (Nとして0，4，8kgl

10a) ，過燐酸石灰及び塩化カリ (P205，K20は

それぞれ8kg/10a) を施用し 代かきを行った。

5月15日頃に水稲品種「べこあおばJ(稚苗:25日

百)を 1株3.5"'4本植えとし 機械移植した。栽

植密度は慣行栽培を70株/坪(約21株1m2
)，疎植

栽培を37株/坪(約11株1m2
) とした(写真 1)。

中干しは6月26日"'7月4日頃，収穫は9月23日頃

に行った。調査項目は水稲の生育・収量及び収量

構成要素，主稗の枝梗調査，葉身長，節間長及び

条問30cm，株間16cmで、70株/坪(約21株1m2
) 条間30cm，株間30cmで37株/坪(約11株1m2

)

写真， .飼料用米「べこあおばJの慣行栽培(左)と疎植栽培(右)の栽植様式の違い

70株/坪(約21株1m2
) 37株/坪(約11株1m2

)

写真 2.飼料用米「べこあおば」の慣行栽培(左)と疎植栽培(右)の 7月上旬の生育状況
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第 3節聞の茎太測定。施肥試験区は無窒素区と家

畜ふん堆肥施用では標肥区 (4-2-3-3)，家畜

ふん堆肥無施用では多肥区 (8-3-4-3) をそれ

ぞれ設けた(窒素施肥は 基肥一分げつ期追肥

6/17-幼形期追肥7/15-減分期追肥7/28頃)。各

年次とも 1反復で試験を実施した。

3. 結果と考察

東北太平洋側北部地域では疎植栽培による飼料

用稲の減収が5%程度(関矢ら:2012) で，東北

日本海側南部地域においては 飼料用米について

疎植栽培により収量が同等以上となることが認め

られている(粛藤ら:2009，斎藤ら:2010)が，

東北日本海側北部地域ではその効果が不明であっ

た。今回の飼料用米「べこあおば」の疎植栽培に

より，これまでの報告(木村ら:2005，粛藤ら:

2009，震藤ら:2010，和田ら:2011，関矢ら:

2012) で明らかとなった食用米あるいは飼料用

米の場合と一部を除き 東北日本海側北部地域で

も類似の結果が得られた。

1 )疎植栽培は慣行栽培に比べ 草丈が5%程度

高く，初期茎数が40%程度少なかった(表 2)。

草姿は慣行栽培で株が閉じた状態、になるのに対

し，疎植栽培では 7月上旬には株が開帳して横

に張り出すようになった(写真 2)0 7月中旬

の幼穂形成期以降の茎数も 15"-'20%程度少な

かった(表 2)。また，初期乾物重も40%程度

少なく，後期乾物重も 10"-'15%程度少なかった

(表 2)。疎植における地上部窒素吸収量は分げ

つ期には慣行の40%程度と低かったが， 7月中

旬の幼穂形成期以降は慣行と同程度となった

(表 3)。なお，疎植栽培における葉色は全生育

期間にわたり，慣行栽培に比べ， SPAD値で2

"-' 3.5程度高めに推移した(表 3)。出穂期は栽

植密度によって変わらなかった。なお，みかけ

の施肥窒素利用率は疎植栽培で54%と，慣行の

67%に比べ疎植で 2割ほど低い傾向であった

(表 3)。

2) 疎植栽培では慣行栽培に比べ稗長が7%長い

ものの，倒伏程度は同程度であった(表4，写

真 3)。疎植栽培では慣行栽培より穂、数が15%

程度少なかったが，籾/わら比が7%高く，一穂

籾数は20%程度多く 有効茎歩合は高めとなっ

た。しかし，総籾数，登熟歩合，千粒重，粗玄

米重，玄米蛋白質含有率は同程度であった(表

4)。家畜ふん堆肥無施用 18kgN/10aの多

肥区の疎植栽培で、は粗玄米収量922kg/10aと

表 2. 飼料用米「べこあおば」の草丈，茎数，茎葉乾物重の推移 (2010-2012年の平均)

草丈 茎数 茎葉乾物重
栽植有機物施用・ 窒素 cm 本/m2 kg/10a 
様式窒素施肥 施肥法

6/15 7/13 7/27 6/15 7/13 7/27 8/3 6/15 7/13 7/27 8/7 

無窒素 0-0-0-0 31.1 58.3 67.4 146 298 270 245 20 217 424 660 

多肥 8-3-4-3 36.1 71.4 80.1 306 556 471 407 50 524 811 1196 
慣行

家畜ふん堆肥・無窒素 0-0-0-0 30.9 66.0 73.6 204 428 381 335 28 367 613 999 

家畜ふん堆肥・標肥 4-2-3-3 32.7 72.8 81.6 278 566 513 423 40 491 827 1274 

無窒素 0-0-0-0 31.6 62.7 72.3 92 239 231 201 12 203 380 593 

多肥 8-3-4-3 35.8 74.9 83.4 175 445 409 343 27 440 756 1047 
疎植

家畜ふん堆肥・無窒素 0-0-0-0 31.2 68.9 78.3 129 333 310 267 17 285 542 826 

家畜ふん堆肥・標肥 4-2-3-3 33.5 75.3 85.0 168 452 418 361 23 402 764 1102 

'1唖貝イ一了 32.7 67.1 75.7 233 462 409 353 34 400 669 1032 

疎植 33.0 70.4 79.7 141 367 342 293 20 333 611 892 

有意差 NS * ** * * す * ** * * ? 

疎植/慣行*100 101 105 105 60 80 84 83 57 83 91 86 

注)**， *， tは年次を反復とするt検定で有意水準1%，5%，10%でそれぞれ有意差があり， NSは有意差がないことを示す。
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表 3.飼料用米「べこあおば」の地上部窒素吸収量及び葉色の推移 (2010-2012年の平均)

栽植有機物施用 ・ 窒素
地上部窒素吸収量 (kg/10a) 見かけの 葉色 出穂期

様式窒素施肥 施肥法分げつ期幼形期減分期穂揃期収穫期施肥窒素 展開第 2葉 止葉
6/15 7/13 7/27 8/8 9/23 利用率(%) 6/13 7/11 7/25 8/9 月/日

無窒素 0-0-0-0 0.5 2.9 4.1 5.3 5.8 34.8 37.0 34.8 35.9 8/6 

多肥 8-3-4-3 1.7 8.4 11.2 13.9 16.2 57.7 45.5 41.8 38.7 40.3 8/5 
慣行

家畜ふん堆肥 ・無窒素 0-0-0-0 0.8 5.6 6.9 8.9 9.5 38.8 39.8 35.4 35.3 8/7 

家畜ふん堆肥 ・標肥 4-2-3-3 1.3 8.2 11.9 16.5 18.7 76.7 42.8 42.9 39.8 42.0 8/7 

無窒素 0-0-0-0 0.3 3.0 4.0 5.5 7.0 37.8 42.2 36.4 38.2 8/6 

多肥 8-3-4-3 1.0 8.2 11.5 14.5 15.4 46.5 46.0 45.0 43.5 42.8 8/6 
疎植

家畜ふん堆肥 ・無窒素 0-0-0-0 0.5 5.0 6.6 8.3 9.7 41.6 43.8 38.2 38.1 8/7 

家畜ふん堆肥 ・標肥 4-2-3-3 0.8 8.5 11.8 14.8 17.2 62.2 44.8 44.8 42.0 42.0 8/7 

'慣f子 1.1 6.3 8.5 11.1 12.6 67.2 40.5 40.4 37.2 38.4 8/6 

疎植 0.7 6.2 8.5 10.8 12.3 54.4 42.6 43.9 40.0 40.3 8/7 

有意差 * NS NS NS NS NS NS * * NS NS 

疎植/慣行*100 61 98 100 97 98 81 105 109 108 105 100 

注 1)葉色はSPAD-502の値。

2) *は年次を反復とするt検定で有意水準5%で、有意差があり NSは有意差がないことを示す。

なり，慣行栽培・多肥区の912kg/10aと同程度

であった(表 4)。また 家畜ふん堆肥施用の

疎植栽培では12kgN/10aの標肥区で組玄米重

977kg/10aと慣行栽培・標肥区の979kg/10a

と同程度であった(表 4)。以上の結果，使用

苗箱数が半減することによる育苗コストの削減

と苗の運搬回数の半減による労働時間の軽減を

図ることができ 東北日本海側北部地域でも疎

植栽培による優位性が認められた。

3) 疎植栽培により主稗の一次枝梗本数，籾数は

10%程度，主稗の二次枝梗本数，籾数は17%程

度それぞれ増加した(表 5)。さらに，疎植栽

培により主稗の一次枝梗籾割合は少なめ，木村

ら (2005)の場合と同様に主稗の二次枝梗籾

割合は多めとなった(表 5)。また，疎植栽培

により止葉の葉身長は短めとなるものの，第 2

葉の葉身長が長く，第 2'"'-'第 4節聞が長めで，

これが稗長の長い理由と考えられた。なお，第

3節間の茎は太めであり 稗長が長いにもかか

わらず倒伏程度が慣行栽培と有意差がない原因

のーっと考えられた(表 5)。

写真 3. 収穫期の株の状況

(上3株が疎植栽培で，下3株の慣行栽培より稗長が長い)

4. まとめ

東北太平洋側北部地域では疎植栽培による飼料

用稲の減収が5%程度(関矢ら:2012)で，東北

日本海側南部地域においては 飼料用米について

疎植栽培により収量が同等以上となることが認め
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表 4.飼料用米「べこあおば」の成熟期収量及び収量構成要素 (2010-2012年の平均)

栽植有機物施用・

様式窒素施肥

稗長穂数籾/わら粗玄 同左有効茎倒伏総籾数一穂登熟千粒重玄米蛋白質
窒素施用 米重指数歩合程度 籾数歩合 含有率

cm 本1m2 kg/10a % *lOOO/m2 % g % 

無窒素 0-0-0-0 59 223 1.27 502 55 80 0.0 16.3 73 85 33.3 5.0 

多肥 8-3-4-3 71 394 1.29 912 100 71 0.1 32.5 83 69 33.0 6.8 

家畜ふん堆肥・無窒素 0-0-0-0 65 314 1.34 747 82 74 0.0 25.1 80 79 33.0 5.5 

家畜ふん堆肥・標肥 4-2-3-3 73 409 1.36 979 107 74 0.5 37.3 92 63 32.7 7.0 

無窒素 0-0-0-0 64 190 1.34 520 58 85 0.0 17.0 90 83 32.9 5.3 

多肥 8-3-4-3 75 339 1.41 922 103 77 0.4 33.6 100 67 32.7 6.5 

家畜ふん堆肥・無窒素 0-0-0-0 71 267 1.41 734 82 81 0.0 25.6 96 76 32.5 5.3 

家畜ふん堆肥・標肥 4-2-3-3 77 362 1.45 977 109 81 0.7 38.2 106 63 32.5 6.9 

慣行 67 335 1.31 785 86 75 0.2 27.8 82 74 33.0 6.1 

疎植 72 289 1.40 788 88 81 0.3 28.6 98 72 32.6 6.0 

11H→ 貝イ丁

疎植

ハUn
U
 

*
 

行

差
-
慣

意
一
植

有
一
疎

** * * ~ ~ ~ ~ ~ * ~ ~ ~ 

107 86 107 100 102 108 181 103 119 97 99 98 

注 1)玄米重，精玄米千粒重，玄米蛋白質含有率は水分15%換算，倒伏程度はo(無)'"" 4 (甚)。
2) **， *は年次を反復とするt検定で、有意水準1%，5%でそれぞれ有意差があり， NSは有意差がないことを示す。

表 5.飼料用米「べこあおば」の主稗枝梗調査，葉身長，節聞及び茎太調査 (2010-2012年の平均)

主稗 葉身長 節問長
第3節間

町長径×
短径

cm cm cm cm mm2 

E E
 

栽植有機物施用・

様式窒素施肥
窒素施用

一次枝梗 二次枝梗
一 止葉第2葉第3葉

籾割A 籾割合
本数籾数 口本数籾数(%) /1""3Y' ~'l.:l 3y' (%) 

疎植

無窒素 0-0-0-0 9.3 53.4 61.0 13.1 34.6 39.0 40.5 34.2 34.0 32.5 14.8 7.8 2.4 28.3 

多肥 8-3-4-3 10.8 58.0 55.8 16.9 46.0 44.2 31.6 35.4 39.2 34.6 17.7 11.6 6.0 24.4 

家畜ふん堆肥・無窒素 0-0-0-0 10.5 58.8 58.4 15.8 42.4 41.6 30.7 36.9 36.4 33.5 16.0 10.1 4.1 24.2 

家畜ふん堆肥・標肥 4-2-3-3 11.3 62.1 52.7 19.7 56.6 47.3 35.4 37.7 41.5 36.9 17.3 11.6 5.4 22.9 

無窒素 0-0-0-0 10.8 62.8 59.1 16.7 44.1 40.9 29.6 36.4 35.3 33.6 15.6 8.9 2.8 30.0 

多肥 8-3-4-3 11.3 62.1 54.3 18.8 52.2 45.7 32.8 37.5 39.5 35.2 19.2 11.7 5.7 27.5 

家畜ふん堆肥・無窒素 0-0-0-0 11.1 63.1 56.0 18.3 49.9 44.0 30.7 38.4 38.1 33.6 17.2 10.8 5.0 25.9 

家畜ふん堆肥・標肥 4-2-3-3 11.9 68.1 52.5 22.7 63.0 47.5 35.5 40.6 43.0 36.0 18.8 13.1 6.5 23.8 

10.5 58.1 57.0 16.4 44.9 43.0 34.5 36.0 37.8 34.1 16.5 10.3 4.5 24.9 

11.3 64.0 55.5 19.1 52.3 44.5 32.1 38.2 39.0 34.6 17.7 11.1 5.0 26.8 

慣行

慣行

疎植

有意差

疎植/慣行*100

?*  NS ** * NS NS * NS NS NS NS NS NS 

108 110 97 117 116 103 93 106 103 101 108 108 112 107 

注)**， *，すは年次を反復とするt検定で有意水準1%，5%，10%でそれぞれ有意差があり， NSは有意差がないことを示す。
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られている(斎藤ら:2009，粛藤ら:2010)が，

東北日本海側北部地域ではその効果が不明であっ

た。そこで，農研機構東北農業研究センタ一大仙

研究拠点(秋田県大仙市)で家畜ふん堆肥を連用

している水田と無施用水田で 飼料用米「べこあ

おばJを70株/坪の慣行栽培と37株/坪の疎植栽

培で 3カ年，栽培試験を行い，生育，収量及び収

量構成要素に及ぼす影響を調べた。その結果，生

育特性や収量構成要素については，従来の報告

(木村ら:2005，斎藤ら:2009，粛藤ら:2010， 

和田ら:2011 関矢ら:2012) と一部を除い

て，ほぼ類似の結果が得られた。さらに，本試験

では飼料用米「べこあおば」は37株/坪の疎植栽

培で堆肥無施用 18kgN/10aの施肥で、粗玄米収

量922kg/10a，家畜ふん堆肥3.6t/10a施用条件

では12kgN/10aの施肥でも977kg/10aとなっ

た。これらの収量はそれぞれの慣行栽培の70株/

坪と同程度であった。使用苗箱数が半減するこ

とによる育苗コストの削減と苗の運搬回数の半

減による労働時間の軽減を図ることができ，東北

日本海側北部地域でも飼料用米の疎植栽培によ

る優位性が認められた(土屋ら:2012，土屋ら

: 2013)。

参考文献

1 )木村浩・森重陽子・杉山英治・住吉俊治・河

内博文・川崎哲郎 (2005).疎植水稲の生育特

性と安定生産技術.愛媛県農業試験場研究報告

39， p.1-9 

2)粛藤博行・三宅隆 (2009).転作大豆栽培後

の飼料用米疎植栽培について. 日本作物学会東

北支部会報. 52: 11-12 

3)斉藤博行・若生崇・伊藤雄太 (2010).飼料

用米の疎植栽培と多収穫について. 日本作物学

会東北支部会報. 53: 65-66 

4)関矢博幸・河本英憲 (2012).東北地域にお

ける飼料用稲疎植栽培の収量性.東北農業研

究. 64: 7-8 

5) 土屋一成・西田瑞彦・吉田光二・高橋智紀

(2012) .飼料用米「べこあおば」に対する疎植

栽培の効果.日本作物学会東北支部会報. 55: 

25-26 

6)土屋一成・西田瑞彦・高橋智紀・吉田光二

(2013) .東北日本海側北部地域における飼料

用米「べこあおば」に対する疎植栽培の影響.

東北農業研究. 66: 29-30 

7)和田義春・高橋行継・手塚章浩・大川智一

-吉成賢治・雑賀正人・圧山寿 (2011). 緩効

性肥料を用いた水稲コシヒカリの疎植栽培が収
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E産地レポート11
徳島県:麻植郡農業協同組合の

「スイートコーン甘々娘(かんかんむすめ泊の施肥体系の紹介

麻植郡農業協同組合営農指導課福井大祐

私たちJA麻植郡は，徳島県北部のほぼ中央，吉野川中流の南岸に位置しており，全国屈指の品質を
誇る「春にんじんJ，高糖度で人気のスイートコーン「甘々娘(かんかんむすめ)J をはじめ，多様で豊
かな農産物を育んでいます。今回はJA麻植郡で年々作付面積が増えているスイートコーン「甘々娘」の
紹介と施肥体系について説明します。

【甘々娘について】

スイートコーンの中でもバイカラーコーンと呼ばれる品種で，黄色
と白の粒が混じり合った実をつけます。全国的に多いのは粒の色が黄
色で統一されるイエローコーンで約 9割がこちらの品種になります。
こんなに差があるのは黄色で統一している方が見た目が良く，棚に並
んだ時に美しいからでしょう。しかしバイカラーコーンは味が抜群に
良いです。糖分が高くて粒の皮が後に残らない柔らかさがあります。
フルーツ感覚で食べられて 一度食べると他の品種は食べられないと
いう人もいるくらいです。特徴としては名前のとおり， w甘さ』が段
違いで，スイーツコーン フルーツコーンと呼ばれるほどです。甘々
娘は約10年前からこの地域で栽培が始まりましたが，全国でまだ3産
地しか作られていません。

平成27年度から吉野川市のふるさと納税の商品にも使われ
ています。

【栽培体系】

基肥は， 播種10'""15日前に全層施肥し，追肥は本葉6'""
8枚時と雄穂出穂時の 2回に分施をします。吸肥力が強いの
で，肥培管理には充分注意し，追肥で肥切れさせないことが
大切です。その為JA麻植郡では基肥にはゆっくり長く効き，
ハウス内でも安心な緩効性肥料IB604を，追肥には作物に吸
収されやすい硝酸態チッソを含んだNK808を使うよう指導
しています。

スイートコーン栽培暦 1.鍋にヌイートコー〉が
施用量 (kg/10a)

資材名
土づくり 基肥 追肥

堆肥 1，500""2，000 

土づくり 苦土石灰 120 

施肥 BMリンスター 40 

IB604号 120"" 140 

NK808号 80 

合計

【生産出荷状況】

出荷ピーク

6月10日-----20日

成分量 (kg/10a)

N P N 

120 

19.2""22.4 12.0"" 14.0 16.6""19.6 

14.4 14.4 

33.6""36.8 24.0""26.0 31.2""34.。

ひたる種目10)ホと寝
適宜λれ審理"0

3.鴻憎し定柄、

決奄止め審理'

*唱~d:"t:・ぐに
.1JIþ，æ.~シワシηに亀高ftCi)t!
しI#Þ，<.1JI内総念。いt!~.

甘匂胞のおいしい曾べ万
【スイートコーン祭りについて】
毎年6月の第一日曜日と第二日曜日にはJA麻植郡ひまわり農産市(鴨島庄 川島庖)では 「スイー ト

コーン祭り」が開催されます。今年は6/5(日)と6/12(日)に予定しており 新鮮なスイートコーン
がとてもお買い得となっています。
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北海道における地下濯慨を活用した
水稲乾田直播栽培の苗立ち安定化技術

， .北海道における水田農業の現状と地下濯澱の

普及

北海道の水田農業では 後継者不在の生産者の
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農研機構 北海道農業研究センター

本木 I[令 史

団地帯では集中管理孔方式が広く普及しており，

空知地方を中心に 近年の基盤整備に合わせて導

入されるケースが増加している。

2. 乾田直播栽培にお

ける地下濯澱利用

の狙いと利用方法

種子の発芽には，温

度，水，酸素の 3つの

条件が必要である。こ

れまで，北海道の乾田

直播栽培では，過酸化

石灰粉粒剤を粉衣した

種子を播種し，早期に

湛水するという乾田播

種早期湛水栽培が推奨

されていた(図 2)。

この栽培法は，湛水に

叩-合計経営体数

--1ha未満

一一 1"'3ha 
---3"'5ha 

5'" 10ha 
_.- 10ha以上

o 0 
2000 2005 2010 2015 

年次

図， .北海道における水稲作付経営体数の推移(北海道農政部より)

高齢化による離農が増加しており，経営の大規模

化が進行している(仁平2009 図1)。経営の大

規模化に伴い，近年，直播栽培が広がりを見せて

いる(北海道米麦改良協会2011)。直播栽培は，

畑状態で播種を行う乾田直播栽培と，湛水後に播

種を行う湛水直播栽培に大別され，代かきを行わ

ない乾田直播栽培は，より省力的であり，大規模

化に適していると考えられる。しかし，北海道で

は，播種から苗立ちまでが他府県よりも低温であ

り，面立ち率が低いことが問題となっている(北

海道農業研究センター2012)。

地下濯減の方式は，FOEAS (藤森，小野寺

2012) のように入排水が自動で制御されるもの

と，集中管理孔(北海道農政部2008) のように

入水を手動で、行うものに大別される。北海道の水

乾籾種子酸素供給

図2. 乾田播種早期湛水栽培(上)および

地下濯湖利用時(下)の水管理と種子
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よって保温と水供給を行いながら，湛水条件下で、

不足する酸素を過酸化石灰粉粒剤で補うことで苗

立ち安定化を狙うものである。近年では，より省

力的な乾籾播種のニーズが高まっているが，乾籾

で早期(苗立ち前)から湛水状態とすると種子へ

の酸素供給が不足し 発芽 苗立ちが阻害され

る。そのため，空気(酸素)と水分を同時に種子

に供給できる水管理技術が求められてきた。地下

濯減を利用すると 種子の直下まで地下水位を上

昇させることで、種子に水を供給することができ，

種子は土壌中の空気(気相)とも接しているた

め，酸素も同時に供給することができる。これ

が，乾田直播栽培における地下濯獄利用の考え方

である。

乾籾種子は，播種後に土壌中で吸水し，発芽

し，出芽する。品種「ほしまる」を用いた乾籾種

子の発芽試験では 土壌水分が高いほど発芽は速

くなるが，完全な湛水状態で、は抑制され， pF3.1 

という強い乾燥状態よりも劣るという結果が得ら

れた。このことから，乾籾播種時には圃場が湛水

しない範囲で種子近傍(地表面)の土壌水分が高

くなるように地下水位を設定する必要がある。ま

た，発芽は15.0
0

C以上で見られ 12.5
0

C以下では

日平均気温(OC)

図3. 湛水開始までの日平均気温と日平均地温
との関係

発芽速度は著しく劣るという結果であった。湛水

開始までの聞の日平均気温と日平均地温の関係を

調査すると， 日平均気温12
0C以上で日平均地温

は15
0

C以上となった(図 3) ことから，地下濯減

は日平均気温が12
0

C以上になる時期から開始す

るのが望ましいと考えられる。

出芽始めまでFOEASを用いて地下水位3cmに

設定した圃場と 表面濯概による間断入水を行っ

た圃場では，地下水位を3cmに設定した圃場の方

が表面濯獄より苗立ち本数が多かっ た(図4)。

200 

仁二コ地下濯j既

表面濯j既

150 

4、E4 ¥ 100 

4主4張

44オ0 

tlE 
50 

。
図4. 地下濯澱圃場と表面濯淑圏場の苗立ち本数

2010年から2013年の平均値北農研(札幌市)

この要因は，地下水位を3cmの状態で、維持してい

た圃場の方が表面濯減圃場より土壌水分が安定し

ていたためであった。すなわち 表面瀧減の圃場

では，入水直後には圃場が湛水状態(発芽に必要

な酸素が不足した状態)となり その後は徐々に

乾燥状態となるなど，土壌水分の変動が地下水位

を3cmの状態で維持していた圃場より大きかっ

た。 2012年から2014年に空知地方5か所の集中

管理孔導入国場において行った調査でも，平均で

54%と比較的安定した苗立ち率を示した。乾田直

播栽培における「ほしまるJの目標苗立ち本数は

150本1m2で、あり(図 5)，安定的に50%以上の苗

立ち率が得られれば300粒1m2 (約9kg/10a)程

度まで播種量を低減することができる。集中管理
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700 

600イ 0V  • 

2 500 
H 

マ ↓
300 マ | 平均収量

¥耐E米側割iE、3 Z 4 0 0 

511kg/10a 

要な簡易有効積算気温(丹野ら 2007)

は11000Cであり(林2014)，出穂晩限

(出穂後40日間の平年積算気温が750
0

C

以上となる最も遅い日，北海道米麦改良

協会2011) までに出穂を迎えることが

できるかを過去の気象データ(アメダス

値)から求めた。その結果，上川北部，

胆振東部では，安定的に1100
0

Cが得ら

れる播種目は存在せず 乾籾播種は困難

であると考えられた。上川中部から空知

北部では 5月上旬 空知中部以南では 5

月中旬あるいは下旬までが比較的安定的

な播種目であると考えられるが，直近

20年で見た場合には 安定的に1100
0

C

が得られる播種目が存在しない地点も多

く，低温年を想定した適期播種が依然と

して望ましいと考えられる。

200 -4 田立ち本数

マ
0 2007年
o 2008年

150本1m2未満 マ2009年
100 -4 ~ 2010年

平均収量 • 2011年
454kg/10a 。

。 50 100 150 200 250 300 

苗立ち本数(本1m2
)

図5.rほしまる」における苗立ち本数と精玄米収量

との関係

孔利用時には，入水，止水に適したタイ

ミングを簡易に判断する必要がある。本

技術の要点は地表面近く(理想的な播種

深度は約1cm) の種子を過湿状態や乾燥

状態に晒さないように土壌水分を管理す

ることであり，地表面の水分状態を目視

で確認することで，入水，止水時期を容

易に判断可能である。すなわち， 日平均

気温が12
0

C以上になってから出芽始め

までの間，地表面が部分的に乾燥し始め

たら入水し，地表面まで水位が上昇し始

めたら止水するという管理を繰り返すこ

とで，苗立ちに適した土壌水分を維持す

ることができる(図 6)。多量の降雨に
すいこう

よって圃場が湛水した場合には，水間を

開放し，地表面の湛水状態が解消される

まで、排水することにより，種子が酸素不

足にならないようにする。

3. rほしまる」における乾籾播種の晩限

乾籾播種では，従来の乾田播種早期湛水栽培

(催芽種子)と比較すると生育の遅延が懸念され

る。「ほしまる」の場合 播種から出穂までに必

漏水の少ない圃場である
地下水位を地表面近く
まで上げることができる

はい

乾田直播栽培での
地下濯概の活用は困難

日平均気温が12
0

C以上になったら入水開始
代かき時と同程度の入水量で、入水 地表面まで水位が上昇し
始めたら止水

地表面が部分的に乾燥し
始めたら，
同様の手法で再度入水

多量の降水により圃場が
湛水したら，
水悶を開放し排水

出芽が始まったら浅水湛水状態とする

図6. 集中管理孔を利用した水管理の流れ

4. 施肥方法

今回紹介した水管理法では 苗立ち始めまで非

湛水状態が続くことから，その問の施肥窒素の損

失が懸念される。北海道の直播栽培では，施肥窒
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素利用効率の改善が課題となっており，非湛水期

間中の損失が少ない窒素肥料(被覆尿素を用いた

もの，硝酸化成抑制剤を用いたものなど)が不可

欠である。現在のところ，被覆尿素入りの肥料に

ついては， リニアタイプ40日型の窒素肥料 (LP

コート40)が30%配合されたBB肥料，リニアタ

イプ20日型の窒素肥料 (LPコート20)が33%，

40日型が22%配合されたBB肥料などが市販され

ている。また，基肥窒素を全てシグモイドタイプ

30日型 (LPコートS30)や40日型 (LPコート

S40)の被覆尿素とした施肥法の有効性が明らか

にされており，今後の普及が期待される。これら

についての詳細は 「乾田直播栽培における肥培

管理技術J(午木2014) を参照されたい。

5. 留意点

今回取り上げた水管理法は 乾籾播種に適した

ものであり，過酸化石灰粉粒剤粉衣種子を用いる

際には，従来の早期湛水管理の方が適していると

考えられる。また 漏水が多く地下水位を地表面

近くまで上げることができない圃場では本水管理

が適応できないことにも注意が必要である。
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地球にやさしく、作物にちから強く。
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